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“選ばれる”【図表3】受験校決定の際の重視点は変化している
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5
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年
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厳
し
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だ
っ
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。

　入
試
形
態
ご
と
に
志
願
者
数
と
合
格

者
数
の
推
移
を
見
る
と
【
図
表
１
】、

設
置
区
分
を
問
わ
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
入

試
形
態
で
合
格
者
数
の
増
加
率
が
志
願

者
数
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
。
特
に

総
合
型
で
顕
著
だ
。
早
く
合
格
し
た
い

受
験
生
の
ニ
ー
ズ
と
、
早
期
に
学
生
を

確
保
し
た
い
大
学
の
意
図
が
合
致
し
て

い
る
こ
と
の
表
れ
だ
ろ
う
。
一
方
、
指

定
校
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増
や
し
、
確
実
に
入
学
者
を
確

保
し
よ
う
と
す
る
大
学
も
あ
り
、
大
学

に
よ
っ
て
戦
略
は
異
な
る
。総
合
型
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国
公
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で
2
0
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年
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に
志
願
者
数

が
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っ
て
い
る
が
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前
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共
通
テ
ス

ト
初
年
度
で
総
合
型
に
受
験
生
が
流
れ
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め
、
そ
の
反
動
が
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じ
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推
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る
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2027年度までの3年間は
18歳人口減少が踊り場を迎える。
特に、来たる2025年度入試は
前年よりも受験生が多いことが
予想され、志願者を増やす
ラストチャンスと言える。
従来の“選抜型”の入試観から
脱却し、次の入試の形を
どうつくり上げていくか。
全入時代の“選ばれる”入試の
あり方を考えていく。

～全入時代の
  入試戦略

＊文部科学省「学校基本統計」、厚生労働省「人口動態統計」を基にBetween編集部作成

＊文部科学省「国公私立大学入学者選抜実施状況」よりBetween編集部作成　※数値は2021年度入試を100としたときの指数

【図表2】18歳人口の推移～2025年度入試は志願者を増やすラストチャンス
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【図表1】選抜形態別の入試結果推移
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特集  "選ばれる"入試～全入時代の入試戦略

の
は
北
海
道
、
甲
信
越
、
北
陸
。
甲
信

越
は
看
護
・
医
療
技
術
系
の
学
部
を
擁

す
る
大
学
が
多
く
、
か
つ
年
内
入
試
へ

の
シ
フ
ト
が
顕
著
な
エ
リ
ア
だ
。
東
京

の
大
学
へ
の
流
出
が
戻
っ
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。
北
陸
も
同
様
の
傾
向
が

あ
る
。

　私
立
で
は
、
総
合
型
の
志
願
者
の
増

加
幅
が
大
き
い
【
図
表
５
】。
要
因
と

し
て
、
実
施
大
学
数
の
増
加
、
入
試
方

式
の
多
様
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大

都
市
圏
で
は
東
京
と
東
海
で
「
総
合
型

＞

学
校
推
薦
型
」
が
め
だ
つ
一
方
で
、

近
畿
で
学
校
推
薦
型
が
減
少
し
て
い
な

い
の
は
、
公
募
制
で
併
願
可
能
な
大
学

の
割
合
が
東
京
な
ど
よ
り
高
い
た
め
で

は
な
い
か
。

　入
試
形
態
別
に
、
私
立
の
各
学
部
系

統
の
志
願
状
況
を
確
認
し
て
お
こ
う

【
図
表
６
】。
入
学
者
の
年
内
入
試
シ
フ

ト
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
、
前
年

の
入
学
率
も
加
え
た
。
年
内
入
試
か
ら

の
入
学
率
60
％
以
上
を
年
内
入
試
へ
の

シ
フ
ト
が
顕
著
と
見
な
す
と
、
学
部
系

統
ご
と
の
特
徴
が
よ
り
浮
き
彫
り
に
な

る
。
年
内
入
試
シ
フ
ト
が
顕
著
で
一
般

選
抜
も
志
願
者
数
が
増
加
し
た
系
統

は
、
人
気
上
昇
幅
が
高
い
と
言
え
る
。

入
学
率
が
「
年
内＞

一
般
」
で
一
般
選

抜
が
減
少
し
て
い
る
系
統
は
、
年
内
入

試
シ
フ
ト
が
進
ん
で
い
る
と
見
ら
れ

る
。
入
学
者
の
変
容
を
前
提
に
、
教
育

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

 

　２
０
２
４
年
度
入
試
で
志
願
者
を
増

や
し
た
私
立
大
学
を
例
示
し
た
【
図
表

７
】。
施
策
と
し
て
、
ま
ず
経
済
的
負

担
の
軽
減
が
挙
げ
ら
れ
る
。
広
島
工
業

大
学
は
併
願
可
能
な
学
科
数
を
増
や
し

複
数
併
願
の
受
験
料
を
減
額
し
た
。
受

験
料
を
定
額
に
す
る
方
法
も
見
ら
れ
る

（
拓
殖
大
学
、神
戸
女
学
院
大
学
な
ど
）。

静
岡
理
工
科
大
学
は
給
費
奨
学
生
選
抜

の
採
用
枠
の
拡
大
が
奏
功
し
た
。

　受
験
機
会
を
増
や
す
た
め
に
新
た
な

日
程
を
設
け
る
、
出
願
や
入
学
手
続
き

締
め
切
り
日
を
後
ろ
倒
し
す
る
と
い
っ

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
も
定
石
だ
。
入

試
科
目
の
工
夫
で
は
、
個
別
試
験
に
お

け
る
英
語
外
部
試
験
の
利
用
が
年
々
増

加
【
図
表
８
】。
受
験
生
に
と
っ
て
は

対
策
し
や
す
く
、
大
学
に
と
っ
て
は
英

語
力
が
担
保
で
き
る
利
点
が
あ
る
。

　ま
た
、
関
西
で
は
主
流
の
年
内
入
試

で
の「
併
願
可
」「
学
力
評
価
方
式
」が
、

他
エ
リ
ア
に
も
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
学

校
推
薦
型
（
公
募
制
）
で
専
願
は
５
割

を
切
っ
て
い
る
【
図
表
９
】。
年
内
入

試
の
「
併
願
可
」「
学
力
評
価
方
式
」

は
一
般
選
抜
の
前
哨
戦
と
し
て
高
校
で

歓
迎
傾
向
に
あ
り
（
P.
12
参
照
）、
ま

す
ま
す
拡
大
す
る
だ
ろ
う
。

　次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
入
試
区
分
ご
と
に

課
題
と
そ
の
解
決
策
を
探
る
。

2
0
2
4
年
度
入
試
の
志
願
動
向

志
願
者
が
増
加
し
た
大
学
の
施
策

【図表8】英語外部試験活用可能
　　　大学・短大数推移    

【図表9】私立大学の学校推薦型選抜の
　　　併願可否状況
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　設
置
区
分
別
、
エ
リ
ア
別
、
学
部
系

統
別
に
2
0
2
4
年
度
入
試
結
果
を
見

て
い
く
。
ま
ず
、
設
置
区
分
別
に
一
般

選
抜
の
志
願
状
況
を
見
る
と
【
図
表

４
】、
一
部
地
域
を
除
き
、
国
立
は
手

堅
く
志
願
者
を
集
め
た
一
方
、
公
立
と

私
立
は
前
年
割
れ
と
な
っ
た
。
エ
リ
ア

別
に
国
公
立
の
め
だ
っ
た
変
化
を
見
る

と
、
中
国
・
四
国
エ
リ
ア
の
国
立
で
志

願
者
数
が
５
％
以
上
増
加
し
た
。
こ
れ

は
複
数
の
大
学
で
の
隔
年
現
象
が
全

体
の
数
値
を
引
き
上
げ
た
も
の
。九
州
・

沖
縄
の
公
立
の
増
加
も
隔
年
現
象
に
よ

る
。
北
海
道
の
公
立
の
大
幅
増
は
公
立

化
し
た
旭
川
市
立
大
学
の
影
響
だ
。
北

海
道
と
東
北
は
高
３
生
の
減
少
率
が
高

く
（
対
前
年
▲
５
％
以
上
）、
志
願
者

を
増
や
す
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
そ
の

状
況
下
、
東
北
の
国
立
で
志
願
者
数
が

前
年
を
上
回
っ
た
の
は
、
岩
手
大
学
の

揺
り
戻
し
が
起
因
し
て
い
る
。

　私
立
で
は
、
中
国
・
四
国
エ
リ
ア
で

一
般
選
抜
の
志
願
者
数
が
増
加
。
広
島

工
業
大
学
と
広
島
修
道
大
学
の
入
試
改

革
【
図
表
７
】
に
よ
る
大
幅
増
が
反
映

さ
れ
た
も
の
だ
。
１
割
前
後
減
少
し
た

私
立
大
で
顕
著
な

総
合
型
選
抜
へ
の
シ
フ
ト

受
験
料
減
免
、日
程
増
、併
願
可
、

学
力
評
価
方
式
の
総
合
型
な
ど
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公募型
（n＝6,104）

附属高校
（n＝3,760）

指定校
（n＝5,353）

その他
（n＝1,678）

2020年度
入試

2021年度
入試

2022年度
入試

2023年度
入試

2024年度
入試

558

519
504

484

37.3 1.2 6.1 54.3

65.1 0.3 6.6 21.4

90.8 1.4 6.5
1.1

1.186.9 6.4 5.4

1.1

6.6

0.2

0.2

【図表7】志願者を増やした私立大学の入試例
大学名

高崎健康福祉大学

大東文化大学

拓殖大学

東洋大学

獨協大学

静岡理工科大学
椙山女学園大学

中部大学

総合

一般

一般

総合
一般
総合
一般
学校推薦
学校推薦

一般

総合型選抜

一般選抜

一般選抜、大学入学
共通テスト利用選抜
総合型選抜
一般前期
自己推薦入試
3科目学科別／外検＋
給費奨学生選抜
公募制推薦Ｉ期

一般前期A

132

134

119

262
118
135
114
554
299

175

選抜区分 名称 志願者対
前年指数 入試の主な変更点

※対前年指数は大学により各選抜、各方式のいずれかを記載 ※入試の主な変更点は抜粋して概要を記載　＊進研アド調べ（5月2日現在）

※第１志望：当該学部・学科等を第１志望にすることが出願資格
＊令和5年度文部科学省委託調査「大学入学者選抜の実態の把握及び分析等に関する調査研究」
　（株）リベルタス・コンサルティング 

＊ベネッセコーポレーション調べ

「他大学年内選抜併願タイプ」を追加導入

共通テスト利用入試に基準点型を新設／英語資格試験を一般選抜のすべてに活用／
国立大学（前期）の合格発表後まで入学手続き延納可

出願数にかかわらず受験料は定額に（共通テスト利用選抜10,000円、一般選抜35,000円）

Ⅰ期の合否がわかった後に出願可／他大学との併願可／評定平均値による出願条件なし

学科により試験回数増／数学重視型・英語重視型増

公募制入試を自己推薦入試に名称変更

地歴で世界史Ａ・日本史Ａを選択可に／外部検定試験を活用した併願受験料免除方式導入

採用枠を最大30名に拡大

教科型を全学部学科で導入

【図表5】私立大学エリア・選抜別志願者数増減

【図表6】私立大学学部系統別志願状況 【図表4】国公私立大学エリア別志願者数増減
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東北 
北関東
南関東
甲信越
東京 
北陸 
東海 
近畿 
中国・四国 
九州・沖縄 
私立大 計 

90.7
93.7
97.7
98.9
86.1
101.0
91.6
100.5
98.2
102.8
94.2
99.3

法・政治

経済・経営・商

総合政策・政策科学

社会・社会福祉

環境

国際・外国語

情報

文・人文・教養・心理

理

理工・工

農・生命科学

医

看護・医療技術

歯

薬

生活科学・家政

教員養成・教育

芸術・デザイン

スポーツ

私立大 計

 86.3

101.5

117.6

112.8

106.1

103.2

 97.4

105.1

100.0

100.5

 97.4

121.8

 99.2

 92.5

 96.6
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103.7

101.7
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96.7 

101.0 
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114.2 

102.1 

97.0 

100.8 

98.6 
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102.5 

111.5 

91.3 

99.9 

98.3 

90.4 

101.7 

98.7 

98.9 

99.3 

55.4％

61.9％

52.3％

65.0％

53.5％

62.2％

56.5％

56.9％

38.5％

49.1％

58.3％

22.8％

69.1％

43.7％

49.3％

78.8％

65.1％

67.5％

82.8％

60.3％

44.6％

38.1％

47.7％

35.0％

46.5％

37.8%

43.5％

43.1％

61.5％

50.9％

41.7％

77.2％

30.9%

56.3％

50.7％

21.2％

34.9％

32.5％

17.2％

39.7％

101.8
82.5
132.4
115.7
101.0
117.2
88.5
119.4
113.3
94.5
109.0
111.8

93.0
93.4
82.1
99.9
105.5
95.6
77.4
99.1
100.2
81.1
97.1
99.3

北海道
東北
北関東
南関東
甲信越
東京
北陸
東海
近畿
中国・四国
九州・沖縄
全国　計

92.1
103.1
108.9
97.5
98.7
102.7
98.6
96.0
101.4
105.5
98.6
100.5

116.4
93.6
94.8
86.9
98.7
96.9
88.8
104.8
100.6
90.1
115.6
99.0

90.7
93.7
97.7
98.9
86.1
101.0
91.6
100.5
98.2
102.8
94.2
99.3

国立 公立 私立

一般

一般選抜の
志願者指数

総合型・
学校推薦型
からの入学率

一般選抜
からの入学率

総合型 学校推薦型

総合型・
学校推薦型の
志願者指数

地区 

地区 
学部系統

※数値は対前年指数  ※        105以上、        95以下
※国公立は文部科学省公表確定値
　総合型・学校推薦型は2024年3月8日現在（168校）、
　一般選抜は2024年5月2日現在（343校）

対前年指数105以上
対前年指数95以下
総合型・学校推薦型からの入学率が60％以上

＊【図表4～6】 進研アド調べ　※入学率は2023年度

＊1 鳥取大学、島根大学、徳島大学、香川大学

＊1

（校）

出願期間の見直し（前期・中期・後期の出願開始日を統一、セットで出願可）

教科科目型について一般方式および外部英語試験活用方式を新設

学科増設／複数学科の出願が可能に／スタンダード方式受験者は高得点科目重視方式
と共通テストプラス方式の併願を可能に

高得点科目利用による判定教科減／実施回数増／複数併願の受験料減額／
学科併願数拡大／学外試験場の増加（東京、名古屋、那覇）

130
182

188

143

神戸女子大学
甲南大学

広島修道大学

広島工業大学

一般
学校推薦

一般

一般

一般選抜
公募制推薦

一般選抜（前期）

一般選抜（Ａ日程・Ｂ日程）

神戸女学院大学

学校推薦

総合

一般

公募制推薦

総合型選抜

一般選抜

373

137

310

国際学部、心理学部の改組／
公募制推薦にＢ日程、総合型選抜に後期日程を新設／
公募制推薦Ａ・Ｂ日程と一般前期Ａ～Ｃ日程に得意科目重視型を新設／
公募制推薦Ａ・Ｂ日程に英語資格試験利用型を新設／
適性検査、学力試験は全問マークシート方式に／
出願数にかかわらず受験料は定額に

個別入試を新規導入

学科により英語・国語型の方式増
183
142

一般入試（本学独自試験）
一般前期

一般
一般

豊田工業大学
大阪産業大学

Ａ方式にＢ方式と共通テストブラス方式をセットで含む
（一度の入試結果で最大３回の合否判定、高得点採用）
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の
は
北
海
道
、
甲
信
越
、
北
陸
。
甲
信

越
は
看
護
・
医
療
技
術
系
の
学
部
を
擁

す
る
大
学
が
多
く
、
か
つ
年
内
入
試
へ

の
シ
フ
ト
が
顕
著
な
エ
リ
ア
だ
。
東
京

の
大
学
へ
の
流
出
が
戻
っ
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。
北
陸
も
同
様
の
傾
向
が

あ
る
。

　私
立
で
は
、
総
合
型
の
志
願
者
の
増

加
幅
が
大
き
い
【
図
表
５
】。
要
因
と

し
て
、
実
施
大
学
数
の
増
加
、
入
試
方

式
の
多
様
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大

都
市
圏
で
は
東
京
と
東
海
で
「
総
合
型

＞

学
校
推
薦
型
」
が
め
だ
つ
一
方
で
、

近
畿
で
学
校
推
薦
型
が
減
少
し
て
い
な

い
の
は
、
公
募
制
で
併
願
可
能
な
大
学

の
割
合
が
東
京
な
ど
よ
り
高
い
た
め
で

は
な
い
か
。

　入
試
形
態
別
に
、
私
立
の
各
学
部
系

統
の
志
願
状
況
を
確
認
し
て
お
こ
う

【
図
表
６
】。
入
学
者
の
年
内
入
試
シ
フ

ト
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
、
前
年

の
入
学
率
も
加
え
た
。
年
内
入
試
か
ら

の
入
学
率
60
％
以
上
を
年
内
入
試
へ
の

シ
フ
ト
が
顕
著
と
見
な
す
と
、
学
部
系

統
ご
と
の
特
徴
が
よ
り
浮
き
彫
り
に
な

る
。
年
内
入
試
シ
フ
ト
が
顕
著
で
一
般

選
抜
も
志
願
者
数
が
増
加
し
た
系
統

は
、
人
気
上
昇
幅
が
高
い
と
言
え
る
。

入
学
率
が
「
年
内＞

一
般
」
で
一
般
選

抜
が
減
少
し
て
い
る
系
統
は
、
年
内
入

試
シ
フ
ト
が
進
ん
で
い
る
と
見
ら
れ

る
。
入
学
者
の
変
容
を
前
提
に
、
教
育

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

 

　２
０
２
４
年
度
入
試
で
志
願
者
を
増

や
し
た
私
立
大
学
を
例
示
し
た
【
図
表

７
】。
施
策
と
し
て
、
ま
ず
経
済
的
負

担
の
軽
減
が
挙
げ
ら
れ
る
。
広
島
工
業

大
学
は
併
願
可
能
な
学
科
数
を
増
や
し

複
数
併
願
の
受
験
料
を
減
額
し
た
。
受

験
料
を
定
額
に
す
る
方
法
も
見
ら
れ
る

（
拓
殖
大
学
、神
戸
女
学
院
大
学
な
ど
）。

静
岡
理
工
科
大
学
は
給
費
奨
学
生
選
抜

の
採
用
枠
の
拡
大
が
奏
功
し
た
。

　受
験
機
会
を
増
や
す
た
め
に
新
た
な

日
程
を
設
け
る
、
出
願
や
入
学
手
続
き

締
め
切
り
日
を
後
ろ
倒
し
す
る
と
い
っ

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
も
定
石
だ
。
入

試
科
目
の
工
夫
で
は
、
個
別
試
験
に
お

け
る
英
語
外
部
試
験
の
利
用
が
年
々
増

加
【
図
表
８
】。
受
験
生
に
と
っ
て
は

対
策
し
や
す
く
、
大
学
に
と
っ
て
は
英

語
力
が
担
保
で
き
る
利
点
が
あ
る
。

　ま
た
、
関
西
で
は
主
流
の
年
内
入
試

で
の「
併
願
可
」「
学
力
評
価
方
式
」が
、

他
エ
リ
ア
に
も
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
学

校
推
薦
型
（
公
募
制
）
で
専
願
は
５
割

を
切
っ
て
い
る
【
図
表
９
】。
年
内
入

試
の
「
併
願
可
」「
学
力
評
価
方
式
」

は
一
般
選
抜
の
前
哨
戦
と
し
て
高
校
で

歓
迎
傾
向
に
あ
り
（
P.
12
参
照
）、
ま

す
ま
す
拡
大
す
る
だ
ろ
う
。

　次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
入
試
区
分
ご
と
に

課
題
と
そ
の
解
決
策
を
探
る
。

2
0
2
4
年
度
入
試
の
志
願
動
向

志
願
者
が
増
加
し
た
大
学
の
施
策

【図表8】英語外部試験活用可能
　　　大学・短大数推移    

【図表9】私立大学の学校推薦型選抜の
　　　併願可否状況
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区
分
別
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、
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統
別
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0
2
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年
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入
試
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果
を
見
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い
く
。
ま
ず
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設
置
区
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別
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志
願
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見
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【
図
表
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】、
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国
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手

堅
く
志
願
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公
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と

私
立
は
前
年
割
れ
と
な
っ
た
。
エ
リ
ア

別
に
国
公
立
の
め
だ
っ
た
変
化
を
見
る

と
、
中
国
・
四
国
エ
リ
ア
の
国
立
で
志

願
者
数
が
５
％
以
上
増
加
し
た
。
こ
れ

は
複
数
の
大
学
で
の
隔
年
現
象
が
全

体
の
数
値
を
引
き
上
げ
た
も
の
。九
州
・

沖
縄
の
公
立
の
増
加
も
隔
年
現
象
に
よ

る
。
北
海
道
の
公
立
の
大
幅
増
は
公
立

化
し
た
旭
川
市
立
大
学
の
影
響
だ
。
北

海
道
と
東
北
は
高
３
生
の
減
少
率
が
高

く
（
対
前
年
▲
５
％
以
上
）、
志
願
者

を
増
や
す
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
そ
の

状
況
下
、
東
北
の
国
立
で
志
願
者
数
が

前
年
を
上
回
っ
た
の
は
、
岩
手
大
学
の

揺
り
戻
し
が
起
因
し
て
い
る
。

　私
立
で
は
、
中
国
・
四
国
エ
リ
ア
で

一
般
選
抜
の
志
願
者
数
が
増
加
。
広
島

工
業
大
学
と
広
島
修
道
大
学
の
入
試
改

革
【
図
表
７
】
に
よ
る
大
幅
増
が
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映

さ
れ
た
も
の
だ
。
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割
前
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減
少
し
た

私
立
大
で
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著
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合
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選
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へ
の
シ
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ト
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減
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程
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【図表7】志願者を増やした私立大学の入試例
大学名

高崎健康福祉大学
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拓殖大学

東洋大学

獨協大学
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椙山女学園大学

中部大学
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一般

総合型選抜

一般選抜

一般選抜、大学入学
共通テスト利用選抜
総合型選抜
一般前期
自己推薦入試
3科目学科別／外検＋
給費奨学生選抜
公募制推薦Ｉ期

一般前期A

132

134

119

262
118
135
114
554
299
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選抜区分 名称 志願者対
前年指数 入試の主な変更点

※対前年指数は大学により各選抜、各方式のいずれかを記載 ※入試の主な変更点は抜粋して概要を記載　＊進研アド調べ（5月2日現在）

※第１志望：当該学部・学科等を第１志望にすることが出願資格
＊令和5年度文部科学省委託調査「大学入学者選抜の実態の把握及び分析等に関する調査研究」
　（株）リベルタス・コンサルティング 

＊ベネッセコーポレーション調べ

「他大学年内選抜併願タイプ」を追加導入

共通テスト利用入試に基準点型を新設／英語資格試験を一般選抜のすべてに活用／
国立大学（前期）の合格発表後まで入学手続き延納可

出願数にかかわらず受験料は定額に（共通テスト利用選抜10,000円、一般選抜35,000円）

Ⅰ期の合否がわかった後に出願可／他大学との併願可／評定平均値による出願条件なし

学科により試験回数増／数学重視型・英語重視型増

公募制入試を自己推薦入試に名称変更

地歴で世界史Ａ・日本史Ａを選択可に／外部検定試験を活用した併願受験料免除方式導入

採用枠を最大30名に拡大

教科型を全学部学科で導入

【図表5】私立大学エリア・選抜別志願者数増減

【図表6】私立大学学部系統別志願状況 【図表4】国公私立大学エリア別志願者数増減

北海道 
東北 
北関東
南関東
甲信越
東京 
北陸 
東海 
近畿 
中国・四国 
九州・沖縄 
私立大 計 

90.7
93.7
97.7
98.9
86.1
101.0
91.6
100.5
98.2
102.8
94.2
99.3

法・政治

経済・経営・商

総合政策・政策科学

社会・社会福祉

環境

国際・外国語

情報

文・人文・教養・心理

理

理工・工

農・生命科学

医

看護・医療技術

歯

薬

生活科学・家政

教員養成・教育

芸術・デザイン

スポーツ

私立大 計

 86.3

101.5

117.6

112.8

106.1

103.2

 97.4

105.1

100.0

100.5

 97.4

121.8

 99.2

 92.5

 96.6

 92.3

 95.8

112.2

103.7

101.7

100.7 

96.7 

101.0 

103.4 

114.2 

102.1 

97.0 

100.8 

98.6 

98.7 

102.5 

111.5 

91.3 

99.9 

98.3 

90.4 

101.7 

98.7 

98.9 

99.3 

55.4％

61.9％

52.3％

65.0％

53.5％

62.2％

56.5％

56.9％

38.5％

49.1％

58.3％

22.8％

69.1％

43.7％

49.3％

78.8％

65.1％

67.5％

82.8％

60.3％

44.6％

38.1％

47.7％

35.0％

46.5％

37.8%

43.5％

43.1％

61.5％

50.9％

41.7％

77.2％

30.9%

56.3％

50.7％

21.2％

34.9％

32.5％

17.2％

39.7％

101.8
82.5
132.4
115.7
101.0
117.2
88.5
119.4
113.3
94.5
109.0
111.8

93.0
93.4
82.1
99.9
105.5
95.6
77.4
99.1
100.2
81.1
97.1
99.3

北海道
東北
北関東
南関東
甲信越
東京
北陸
東海
近畿
中国・四国
九州・沖縄
全国　計

92.1
103.1
108.9
97.5
98.7
102.7
98.6
96.0
101.4
105.5
98.6
100.5

116.4
93.6
94.8
86.9
98.7
96.9
88.8
104.8
100.6
90.1
115.6
99.0

90.7
93.7
97.7
98.9
86.1
101.0
91.6
100.5
98.2
102.8
94.2
99.3

国立 公立 私立

一般

一般選抜の
志願者指数

総合型・
学校推薦型
からの入学率

一般選抜
からの入学率

総合型 学校推薦型

総合型・
学校推薦型の
志願者指数

地区 

地区 
学部系統

※数値は対前年指数  ※        105以上、        95以下
※国公立は文部科学省公表確定値
　総合型・学校推薦型は2024年3月8日現在（168校）、
　一般選抜は2024年5月2日現在（343校）

対前年指数105以上
対前年指数95以下
総合型・学校推薦型からの入学率が60％以上

＊【図表4～6】 】進研アド調べ　※入学率は2023年度

＊1 鳥取大学、島根大学、徳島大学、香川大学

＊1

（校）

出願期間の見直し（前期・中期・後期の出願開始日を統一、セットで出願可）

教科科目型について一般方式および外部英語試験活用方式を新設

学科増設／複数学科の出願が可能に／スタンダード方式受験者は高得点科目重視方式
と共通テストプラス方式の併願を可能に

高得点科目利用による判定教科減／実施回数増／複数併願の受験料減額／
学科併願数拡大／学外試験場の増加（東京、名古屋、那覇）

130
182

188

143

神戸女子大学
甲南大学

広島修道大学

広島工業大学

一般
学校推薦

一般

一般

一般選抜
公募制推薦

一般選抜（前期）

一般選抜（Ａ日程・Ｂ日程）

神戸女学院大学

学校推薦

総合

一般

公募制推薦

総合型選抜

一般選抜

373

137

310

国際学部、心理学部の改組／
公募制推薦にＢ日程、総合型選抜に後期日程を新設／
公募制推薦Ａ・Ｂ日程と一般前期Ａ～Ｃ日程に得意科目重視型を新設／
公募制推薦Ａ・Ｂ日程に英語資格試験利用型を新設／
適性検査、学力試験は全問マークシート方式に／
出願数にかかわらず受験料は定額に

個別入試を新規導入

学科により英語・国語型の方式増
183
142

一般入試（本学独自試験）
一般前期

一般
一般

豊田工業大学
大阪産業大学

Ａ方式にＢ方式と共通テストブラス方式をセットで含む
（一度の入試結果で最大３回の合否判定、高得点採用）


